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令和4年度 

1級建築施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題1】  

施工経験記述(品質管理・施工計画)により省略。 

 

【問題 2】 

 災害の発生するおそれのある状況又は作業の内容と災害を防止するための対策 

1. 墜落，転落による 

災害 

①高さが2ⅿ以上の箇所で作業を行うときは，作業を安全に行うため必要な照度を

保持する。 

②脚立足場での天井仕上げ作業を行うときは、転落防止のため、足場板のはね出

しは20㎝以下、3点支持とし堅固に固定する。 

2. 崩壊，倒壊による 

災害 

①塔状比の高い建物の鉄骨建方作業を行うときは、強風による鉄骨の倒壊防止の

ため、強風時自立検討を行い、倒壊防止ワイヤーを各工区の本締め完了まで緊

張・残置する。 

②鉄骨の建方時の倒壊を防止するため，建方順序，建入れ直しのやり方，ワイヤ

ロープの配置等の検討を行う。 

3. 移動式クレーンに 

よる災害 

①移動式クレーンにアウトリガーがある場合，作業を行うときはアウトリガーを

最大限に張り出す。 

②鉄骨建方工事における鉄骨部材の揚重作業を行うときは、トラッククレーンの

転倒事故を防止するため、敷き鉄板を敷いて、アウトリガーを張り出して足元

を固める。 

 

【問題 3】 

 

 

 

 

 

 

 

1 
A1，B1作業内容 壁軽量鉄骨下地組み 

A6，B6作業内容 フリーアクセスフロア敷設 

2 総所要日数 25日 

3 A4のフリーフロート 0日 

4 
あ A5 

い 27 
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【問題 4】 

1 

①保護コンクリート中の溶接金網の重ね幅は1 節半以上，かつ，150㎜以上とする。 

②伸縮目地は、パラペット等立上がり部の際から600㎜程度、中間部は縦横3ｍ程度の

間隔に設ける。 

2 

①温度変化によるフローリングボードの膨張伸縮を考慮し、壁、巾木及び敷居との取

合い部分にはすき間を設ける。 

②板の継手を乱にし，通りよく締め付けて敷き並べ，小口のさね肩を損傷しないよう

に雄ざねのつけ根から隠し釘で留め付ける。 

3 

①塗り残しは、色むら等仕上がり外観に影響を与えるので、同一区画内の途中で1日

の作業が終わらないように1日の工程を考慮した塗装面積を計画する。 

②吹付けの場合は，見本と同様の模様で均一に仕上がるように，指定の吹付け条件に

より吹き付ける。 

4 

①鋼製ドアの取付け精度は，枠の対角寸法差を3mm以内，枠・ねじれ・反り・はらみ

を2mm以内とする。 

②くつずりは，裏面にあらかじめモルタルを詰めてから取り付ける。 

 

※下記は試験実施団体より公表 

 


